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本書は、大日本印刷の運営するウェブマガジン「artscape」（http://artscape.jp/）に、1999年7月か
ら2009年12月まで、世紀の変わり目をはさむ10年あまりにわたって掲載されたレビュー（展覧会評）を
まとめたものである。この間に書いたのはトピックスやフォーカスも含めて計3161本。年平均300本、日
曜を除いて毎日１本の計算だ。うち、本書に再録できたのは1646本だからおよそ半分である。
もとよりこれらの文章は紙に印刷されることを前提に書かれていない。当初からウェブ用の文体は紙媒体
とは意識的に変えようとしていたし、文体を変えれば内容も変わると思っていた。ひとことでいえば「直」
でいこうということだ。そもそもぼくはそれまで手書きで原稿を書いていて、ワープロも使ったことがな
く、「artscape」に関わるようになって初めてパソコンを買ったのだが、使い始めたときに感じた脳から
言葉がずるずる引き出されるような「電脳感覚」、これを大切にしたいと思ったのだ。
もうひとつ最初から考えていたのは、質より量で勝負しよう、というか、量でしか勝てそうにないので、1本
1本じっくり考えて書くより、展覧会や作品を見たときの第一印象、最初に浮かんだ言葉を大切にしたいと
いうことだった。要するに、論理より直感、思考より反射神経で書いてしまおうということだ。
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